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研究成果の概要（和文）：総括班は、本領域がこれまで異なるフィールドで活躍してきた科学者の学際的な議論
と連携を可能とする“知の梁山泊”として機能することを重視し、領域の全体的な研究方針の統合的策定および
企画調整等を行った。具体的には、総括班会議を開催し、領域研究の運営と方針について話し合った。合同班会
議、学会におけるシンポジウムの開催を通じて、領域内はもとより議論を領域外にも拡張することを促進した。
領域ホームページ、ニュースレター、アウトリーチ活動を通じて、広く国内外の研究者に領域の認知と啓発を行
った。さらに、総括班の経費から資金援助を行うなど共同研究・異分野融合研究を促進するともに、若手研究者
の育成にも努めた。

研究成果の概要（英文）：To accomplish the project on dynamical ordering of biomolecular systems for 
creation of integrated functions, we performed the following activities: Advisory meetings were held
 regularly and whenever necessary for the planning and coordination of research integration and 
discussion of future direction of the project. International and domestic symposiums were frequently
 organized for promoting academic exchange with internal and external researchers. Our research 
progress and activities were widely broadcasted thorough the website, newsletters, and outreach 
events. Moreover, we extensively encouraged and promoted cross-disciplinary collaborations among the
 members and various events for fostering young researchers.

研究分野： 物理化学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 生命現象の特徴は、複雑な柔構造を有する
個々の生命分子素子が動的な集合体を形成
することを通じて、協奏的・自律的に高次秩
序系を創出することにある。本領域は、生命
分子システムを構成する多数の素子がダイ
ナミックな集合離散を通じて秩序構造を形
成し、それが時間発展して高次機能を発現す
る仕組みを分子科学の観点から解き明かす
ことを目指す。そのために物理化学に基盤を
おく実験と理論の融合研究を展開する。さら
に、生命分子科学と超分子化学のアプローチ
の発展的統合によって、生命分子システムの
特質を具現化した動的秩序系（人工的なモー
タータンパク質、タンパク質輸送小胞、突起
伸長システムなど）を人工構築することを目
指す。これにより、生命の本質的理解に向け
た先端的な学術領域を創成する。 
 
２．研究の目的 
分野横断的な研究領域の創成を行うため

には、既存の学問体系の枠組みを越えた研究
者が問題意識を共有し、異なった分野・発想
を行う研究者の協力体制を強固に築くこと
が重要となる。特に、従来の研究では十分に
達成されてこなかった、生体分子研究者と非
生体系研究者との体系的な知的連携は、本領
域の目的達成のために不可欠である。実験科
学と理論科学の融合、あるいは生命分子科学
と超分子化学の統合といった異分野連携を
積極的に推進するために、総括班は、異なる
フィールドで活躍してきた科学者の学際的
な議論と連携を可能とする“知の梁山泊”と
して本領域が機能するために様々な方策を
講ずる。 
 
３．研究の方法 
 物理・化学・生物の分野横断的な連携研究
ならびに実験と理論の融合研究を実現する
ために、生命分子システムにおける「動的秩
序の探査（A01 班）」、「動的秩序の創生（A02
班）」、「動的秩序の展開（A03 班）」の各班が
研究項目の垣根を越えて緊密に連携する環
境を構築し、各研究情報の共有と共同研究の
推進を図った。 
さらに、総括班は、領域の全体的な研究方

針の統合的策定と各研究項目の企画調整等
を行った。そのために、個別課題の進捗状況
を把握し、助言および各研究者間の調整を行
い、必要に応じて研究計画の修正を求めた。
また、共同研究の実施に対してインセンティ
ブを与えるために、共同研究に対する優遇措
置（総括班経費での支援）を与えた。特に、
異分野融合や若手研究者を基軸とする共同
研究を重視した。研究活動を実際に推進する
若手研究者（学生、ポスドクを含む）の視野
を広げ、共同研究活動と成果発表の舞台を与
えるために、必要な支援活動を行った。 
 
４．研究成果 

総括班は、本領域が、これまで異なるフィ
ールドで活躍してきた科学者の学際的な議
論と連携を可能とする“知の梁山泊”として
機能することを重視し、A01－03 の各班が研
究項目の垣根を越えて緊密に連携する環境
を構築した。 そのために、総括班メンバー
は領域の全体的な研究方針の統合的策定と
各研究項目の企画調整等を行った。 
 

総括班会議の開催：研究成果に基づいて研究
項目間の連携を推進した。計画研究、公募研
究を通した全体的な研究の発展と分野融合
に気を配り、活動のバランスと発展に対して
提言を行った。異分野融合や若手研究者を基
軸とする班内・班間の共同研究を重視し、必
要に応じた特別プロジェクト用の援助を、全
総括班員の意見交換を通じて決定した。国際
シンポジウム開催時には、外国人評価委員の
Griesinger 教授を含めての合同総括班会議
を行い、活動報告ならびに次年度計画につい
ても議論した。 
研究評価グループメンバーは、全体の進展

状況についてアドバイス・提言を行い、領域
形成の達成に向けて活動を行った。 
 
全体会議、学会におけるシンポジウムの開
催：領域全体会議として、毎年、宿泊形式で
の領域班会議および国際シンポジウムを実
施した。国際シンポジウムには外国人研究者
を含む 10 名前後の研究者を招待講演者とし
て招聘し、関連分野の世界的な発展の状況を
含めて議論した。 
全体会議の実施に加え、小規模なグループ

討議を行う機会を積極的に設けた。その際に
は、特定の共通課題に焦点をあてて、理論と
実験の立場からの見解をぶつけあい、化学、
物理、生物学の専門分野の垣根を越えたディ
スカッションが進展することを重視した。 
また、日本蛋白質科学会年会、日本薬学会

年会、日本化学会年会などの関連学会におい
て本領域の共催ワークショップを開催し、議
論を領域外にも拡張することを促進した。 
 
研究成果の発表：広く国内外の研究者に領域
の認知と啓発を行うとともに、研究成果の公
開と情報交換システムによる研究進展のリ
アルタイムでの把握を行うためのホームペ
ージを立ち上げた。研究の進捗状況は、毎月
ニュースレターを発行し、領域ホームページ
での情報公開とあわせ速やかに発信・共有し
た。 
さらに、領域主導によるアウトリーチ活動

として、領域メンバーが協力し、一般の方を
広く対象としたアウトリーチ活動「女子中高
生を対象としたサイエンスカフェ」「自然科
学カフェの集い」を企画・開催し、研究領域
の認知と啓蒙、広く国民への研究成果の発信
に努めた。 
 
共同研究・異分野融合の促進 



各グループで用いる装置類や手法は本領
域メンバー内で最大限共有し、多くの共同研
究に供することで、効率的な領域形成を可能
にした。また、共同研究のために本領域内で
共用するための備品・消耗品等の購入の必要
が生じたときは、総括班の経費から資金援助
を行い、効果的に研究推進を図った。 
また、理論と実験の立場からの見解をぶつ

けあい、専門分野の垣根を越えたディスカッ
ションを進展するため、「共同研究促進のた
めの計測・計算セミナー」を開催し、領域内
連携を一層強化した。本領域に参画している
研究者の多くは、独自の計測あるいは計算手
法を開発・ 展開しているが、これらに基づ
いた連携を幅広く進めることで、生命分子シ
ステムに対する従来とは全く異なる視座が
開け、領域発足時には予想していなかったよ
うな有機的な共同研究へと発展した。 
 
若手研究者の育成： 
研究の最前線で活躍する学生や博士研究

員など若手研究者の相互理解を深める企画
として「動的秩序」若手研究会を計 4回開催
した。博士課程学生による講演のほか、ポス
ター発表の時間を充分に設け、研究の発見の
現場にいる若手が新分野の理解を深め、従来
の枠組みを越えた着想のもとで研究を展開
することを促した。また、発表だけでなく、
若手研究者自身に主体的な運営やニュース
レターへのレポートなど様々な側面から加
わってもらうことで、所属学会も違い本領域
以外では出会うことのなかった参加者同士
の相互理解を深めるように努めた。参加者か
らは非常に好評を得た。 
また、サマースクール、夏の学校など共催

イベントを開催し、国内外の大学院生や若手
研究者を対象に多彩な講義や参加者相互の
交流会を企画した。タイ、台湾、中国、イン
ドといったアジア諸国をはじめとする多数
の外国人学生・研究者が参加し、本領域の活
動を通じた異分野交流は国際的に広がった。 
さらに、若手研究者の育成促進・奨励する

ことを目的として、領域主催の国際シンポジ
ウムにて大学院生を含む若手研究者を対象
とした Poster Presentation Award を創設し
た。 
 
５．主な発表論文等 
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